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東
テ
ィ
モ
ー
ル
は
、
二
〇
〇
二
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

か
ら
独
立
し
た
ア
ジ
ア
で
最
も
新
し
い
国
で
あ
る
。
国

土
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
南
東
部
に
位
置
す
る
テ
ィ
モ

ー
ル
島
の
東
部
に
あ
り
、
島
の
西
部
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

領
、
南
側
に
は
テ
ィ
モ
ー
ル
海
を
挟
み
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
が
あ
る
。
人
口
は
約
一
一
八
万
人
で
あ
り
、
九
九
％

が
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
残
り
一
％
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ

る
。 東

テ
ィ
モ
ー
ル
民
主
共
和
国
の
紹
介

世界で活躍する日本の建設企業 東ティモール民主共和国

一
〇
〇
㍍
幅
員
二
〇
㍍
）
と
可
動
ラ
ン
プ
付
き
の
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
二
、六
九
五
平
方
㍍
の
建
設
工
事
を
二 

一
カ
月
の
工
期
で
施
工
す
る
。

　

桟
橋
部
上
部
工
で
は
、
常
時
、
桟
橋
の
一
部
が
海
面

下
に
あ
る
た
め
、
工
期
短
縮
な
ら
び
に
品
質
向
上
を
目

的
と
し
て
、
分
割
式
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
及
び
水
中
不
分
離

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
使
用
を
計
画
し
て
い
る
。

　

当
現
場
の
特
徴
と
し
て
、
近
接
し
た
既
設
の
港
湾
施

設
が
稼
働
し
て
い
る
た
め
、
一
般
コ
ン
テ
ナ
船
及
び
フ

ェ
リ
ー
が
工
事
区
域
を
航
行
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
施
主
及
び
港
湾
管
理
関
係
者
と
入
念
な
協

議
を
行
い
、
工
事
エ
リ
ア
の
明
確
化
・
船
舶
監
視
人
の

配
置
等
を
行
い
、
本
工
事
に
お
い
て
特
に
安
全
第
一
・

絶
対
無
事
故
を
心
掛
け
、
職
員
・
職
人
一
同
に
周
知
徹

底
を
図
っ
て
い
る
。

　

首
都
デ
ィ
リ
に
は
、
大
学
・
専
門
学
校
が
集
中
し
て

い
る
。
主
要
工
事
施
工
前
に
も
関
わ
ら
ず
、
当
現
場
に

は
多
く
の
学
生
が
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
研
修
に
参
加
し

て
お
り
、
注
目
度
の
高
さ
と
責
任
を
実
感
し
て
い
る
。

　

共
に
働
く
現
地
ス
タ
ッ
フ
及
び
職
人
と
は
、
無
事
故

で
、
明
る
く
楽
し
い
快
適
職
場
を
目
指
し
て
お
り
、

日
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
心
掛
け
る
と
と
も
に
、

日
本
の
技
術
伝
承
を
通
じ
て
こ
の
国
の
経
済
発
展
に
貢

献
す
る
べ
く
工
事
を
進
め
て
い
く
。

終
わ
り
に

　

国
土
面
積
約
一
万
五
、〇
〇
〇
平
方
㌔
㍍
の
内
、
約

六
〇
％
が
山
岳
地
帯
で
あ
り
、
高
地
を
利
用
し
た
コ
ー

ヒ
ー
の
栽
培
が
盛
ん
で
あ
る
。
東
テ
ィ
モ
ー
ル
コ
ー
ヒ

ー
は
、
少
し
の
苦
み
と
抑
え
気
味
の
酸
味
に
特
徴
が
あ

り
、
日
本
の
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
等
で
も
貴
重
な
逸
品

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
主
要
輸
出
産

業
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

　

東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
首
都
デ
ィ
リ
に
あ
る
デ
ィ
リ
港
は
、

国
際
貨
物
船
の
み
な
ら
ず
、
飛
び
地
や
離
島
を
結
ぶ
フ

ェ
リ
ー
も
寄
港
す
る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
施
設
で
あ
る
。

現
在
の
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
に

近
接
し
て
お
り
、
旅
客
乗
降
と
貨
物
関
連
作
業
を
同
時

に
行
え
ず
、
双
方
の
安
全
性
・
効
率
性
が
阻
害
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
近
年
の
需
要
増
加
に
対
応
す
る
た
め
の
新

た
な
フ
ェ
リ
ー
の
導
入
も
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
移
設
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
た
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
日
本
政
府
の
無
償
資
金
協
力

事
業
に
よ
り
、
デ
ィ
リ
港
に
お
い
て
、
既
存
の
フ
ェ
リ

ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
移
設
・
拡
張
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

本
工
事
で
は
、
既
存
デ
ィ
リ
港
西
側
に
隣
接
す
る
形

で
、
船
舶
二
隻
が
接
岸
可
能
な
フ
ェ
リ
ー
桟
橋
（
延
長

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介

工
事
の
概
要

ディリ港
フェリーターミナル
緊急移設計画

工事現場全景
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